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   鳥取県道路占用許可個別基準の一部改正について（通知）

　　このことについて、別添のとおり一部改正することとしたので、その運用にあたっては注意してください。
　なお、一部改正の概要は下記のとおりです。

記

【一部改正の概要】

占用物件 改　　正　　概　　要

上屋 バス停留所の上屋のほか、ベンチの上屋についても場合により占用
を
許可することとした。 

ベンチ 占用許可基準の緩和 

ＰＨＳ無線基地局 占用許可基準の新設 

その他の管類
（かんがい用排水路、温泉給水管
等）

温泉給水管について、材質が温泉用ビニルパイプのものも場合によ
り占用を許可することとした。

【個別基準改正箇所】

１　法第32条第１項第１号該当物件　（14）バス停留所
 題名：（14）バス停留所及びベンチの上屋に変更
許可の方針：　バスの停留所又はタクシー乗り場に設置される場合、ベンチに付随して設置される場

合等道路の歩行者等の利用形態から判断し、地域の実情に応じ、公益上設置することが
妥当と考えられる場合のみ認めるものとした。

占用の場所：次の場所を追加した。
３　道の駅、サービスエリア、パーキングエリア、自動車駐車場に上屋を設置する場合
には、自動車の駐車の用に供されている以外の部分

その他：占用主体は、路線バス事業者、地方公共団体及び商店会等適確な監理能力を有するものとし
た。

２　法第32条第１項第１号該当物件　（16）ベンチ
許可の方針：　歩行者天国等の交通規制がなされ、かつ、一時的で道路管理上及び交通安全上支障が

少ないと認められる場合又はバス停留所、タクシー乗り場、高齢者等の交通弱者が多数
利用する施設の周辺、ショッピングモール、コミュニティー道路、遊歩道、道の駅、サー
ビスエリアなど道路の歩行者等の利用形態から判断し、地域の実情に応じ、公益上設置
することが妥当な場合のみ認めることとした。

占用の場所：次のとおりとした。
１　道路の法敷
２　設置後の幅員が２m以上確保できる歩道
３　道の駅、サービスエリア、パーキングエリア、自動車駐車場に上屋を設置する場合
  には、自動車の駐車の用に供されている以外の部分

      ４　その他道路の利用状況を勘案し、道路監理上支障のない部分

その他：占用主体は、路線バス事業者、地方公共団体及び商店会等的確な監理能力を有するもの
   とした。



３　法第32条第１項第１号該当物件（20）パーソナル・ハンディホン・システム（PHS）無線基地局
　　　　基準新設
４　法第32条第１項第２号該当物件（５）その他の管類（かんがい用排水管、温泉給水管等）
      構造等：次の温泉給水管の項目を追加した。

５　温泉給水管については、温泉用ビニルパイプとすることができる。
　　ただし、温泉給水専用に製造されたものであり、かつ相当強度を備えたもので、口
  径150mm以下のものに限る。また、その審査に当たっては、技術資料等により総合的
  に判断し、必要に応じて補強材の使用等の条件を付すこと。

（14）バス停留所及びベンチの上屋





（16）ベンチ

     



（20）パーソナル・ハンディホン・システム（PHS）無線基地局



      



（５）その他の管類（かんがい用排水管、温泉給水管等）




